



















































10％未満 12.5％ 12.5％ 12.5％ 0.0％ 6.3％ 6.3％ 18.8％
11～20％ 29.7 16.2 13.5 5.4 21.6 10.8 13.5
21～30％ 16.7 8.3 6.3 0.0 6.3 6.3 6.3
31～40％ 24.0 12.0 9.3 5.3 8.0 9.3 16.0
41～50％ 18.8 12.8 6.8 5.1 8.5 6.0 7.7
51～60％ 18.3 8.3 4.2 3.3 5.8 4.2 9.2
61～70％ 22.9 16.1 8.5 4.2 6.8 7.6 6.8
71～80％ 24.8 14.9 6.4 1.4 9.9 8.5 6.4
81～90％ 24.1 13.0 13.9 5.6 13.9 9.3 7.4
91％以上 19.3 11.0 9.7 5.0 9.4 5.2 8.0






































































収 入 ＡＣ Ｂ
社外の尊敬 ＢＡ Ｃ
社内の尊敬 ＡＢ Ｃ
参 加 Ａ ＢＣ
成 長 Ａ ＢＣ
自 己 実 現 Ａ Ｂ Ｃ
ａ
収 入 Ａ ＣＢ
友 人 関 係 ＣＡ Ｂ
自 尊 心 Ａ Ｂ Ｃ
社内の尊敬 Ａ Ｂ Ｃ
参 加 Ａ ＣＢ
成 長 Ａ ＣＢ
自 己 実 現 Ａ ＢＣ
教 育 訓 練 ＡＢ Ｃ
ｂ
収 入 Ｂ ＡＣ
自 己 実 現 Ａ Ｃ Ｂ





















































































































































表３ 成功・失敗の原因帰属分類（Weiner, et al., 1972）
安定性
統制の所在
内 的 外 的






































































































































































表５ 男女別 年代別 最終学歴
（人数)
年 代 最終学歴 男 女 合 計
20代 短 大 1 1
大 学 2 2
大学院 1 1
30代 短 大 1 1
大 学 2 1 3
大学院 3 1 4
40代 高 校 1 1
大 学 8 1 9
大学院 4 4
50代 中 学 1 1
高 校 2 1 3
高 専 1 1
大 学 28 28
60代 高 校 1 1
大 学 6 6
合 計 57 9 66
表６ 男女別 転職後のポスト
（人数)
一般社員 主任係長 専門職 課長 副部長 部長 自営業 その他 無回答 合 計
男性 3 3 11 9 1 7 11 4 8 57
女性 5 0 1 0 0 0 1 2 0 9










転 職 動 機 １位 ２位 ３位 合 計
自己実現のため自発的に 25 9 4 38
友人や知人からの勧奨 4 6 6 16
人材紹介会社等からの勧奨 0 1 3 4
勤めていた会社からの退職勧奨 14 4 1 19
業界や勤めていた会社の将来に不安を感じた 13 12 7 32
上司の管理能力に不満 3 3 4 10
合 計 59 35 25 119
表８ 成功する転職の要件
（人数)
要 件 １位 ２位 ３位 合 計
専門技術や能力がある 37 14 3 54
資格がある 10 8 2 20
業界に詳しい 2 3 1 6
特定分野での実績がある 0 8 5 13
対人関係能力や人柄がよい 6 6 6 18
若いころからの準備 2 0 1 3
健康である 4 10 13 27
家族の理解が必要 0 6 12 18
期待する一定の待遇が得られる 1 1 5 7
経営が安定している 1 2 2 5
会社の将来性がある 0 3 5 8
希望する場所で勤務できる 1 4 7 12
２～３年の生活資金がある 2 1 2 5
















表９ 男女別 年代別 転職満足
(満足) (不満足) (人数)
年 代 性 別 ５ ４ ３ ２ １ 合 計
20代 男性 1 1
女性 2 1 3
30代 男性 4 1 5
女性 3 3
40代 男性 8 3 1 12
女性 1 1
50代 男性 13 6 5 2 26
女性 1 1
60代 男性 4 2 1 7
女性























転 職 動 機 ５ ４ ３ ２ １ 合 計
自己実現のため自発的に 16 5 3 1 25
友人や知人からの勧奨 3 1 4
勤めていた会社からの退職勧奨 8 3 2 1 14
業界や勤めていた会社の将来に不安を感じた 7 3 1 1 1 13
上司の管理能力に不満 2 1 3








仕事内容・労働条件 ５ ４ ３ ２ １ 合 計
予想した仕事に就いている 25 9 2 0 0 36
予想した仕事とは違うがやりがいはある 7 3 3 1 0 14
入社時の条件とは違い失望している 1 0 2 0 1 4
次の転職先を考えている 1 0 0 2 0 3
合 計 34 12 7 3 1 57
表12 転職満足度別 転職後の収入とその増減率
(満足) (不満足) (人数)
増減率(％) ５ ４ ３ ２ １ 合 計
減 少 10 2 2
20 4 1 1 6
30 2 2 1 5
35 1 1
40 2 2 4
50 6 1 3 1 1 12
60 1 1 2
65 1 1 2
70 1 1
80 1 1
増 加 10 3 1 4
15 1 1 2
20 1 1 2
25 1 1
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This is the third discussion of middle-aged white-collar workers’ attitudes
in today’s Japan who tend to be driven into marginal in and out of the organiza-
tions. Their psychological processes were analyzed depending on Weiner’s attri-
bution model of achievement motivation. He assumed that individuals ascribe
the causes of success and failure to ability, effort, task difficulty and luck. These
four elements are consisted of locus of control (internal vs. external) and stabil-
ity (fixed vs. variable).
It was suggested that it is important to change the attribution styles to get out
of psychological marginal. They need to displace the causes of failure, which
forced them marginal, from ability to effort or luck.
In addition, a survey that workers were forced to retire and to be driven into
marginal because of company movement was discussed. The results suggested
that both of causal ascriptions and success of job change are necessary to work-
er’s satisfaction.
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